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Report　of　Volunteer　Activities　after　the　Grand　Eastern　Japan
　　　　　　　　　　　　　　　　Earthquake
Ai　Kimura
　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　約
　東日本大震災から月日は流れた．しかし，今も人々の生活再建のために復興が続いている．経済
的にも人材も不足している現状にある．そのような中で，筆者は岩手県陸前高田市を中心にボラン
ティア活動に参加した．その時，自身が見聞きしたことを伝えるため，また，東日本におけるボラ
ンティアのあり方を再考するために，ここに報告する．
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はじめに
　平成23年3月11日（金）14時46分，震源地は三
陸沖，震源の深さ約24km，マグニチュード9．0の
未曾有の地震が発生した．陸前高田市の震度は震
度6弱であった．陸前高田市の調査Dによると，
津波被害状況（平成24年1月31日現在）は被災
戸数（地震被害を除く）全壊が3，159戸，大規模
半壊が97戸，半壊が85戸，一部損壊が27戸と被害
にあった住居は計3，368戸であった．
　陸前高田市の住基人口は，平成23年3月11日現
在，24，246人であった．平成24年10月23日現在，
生存確認されているのは22，018人である．死亡者
数（震災分）は1，735人（市民で身元が判明，また
は死亡認定として死亡届の出された人数），病死，
事故死など464人，行方不明者数14人，安否確認
要請のあった人数確認調査中15人，陸前高田市内
での遺体発見数は市民以外を含む1，555人（平成
24年10月23日現在）である．そして，ほとんどの
公共施設が壊滅的被害に見舞われた．
　震災から2年以上が経った中で，筆者は生協が
主催する3泊4日の陸前高田市におけるボラン
ティアに学生と共に参加した．ボランティアの活
動内容としては，主に陸前高田市の上長部地区で
の農作業であったが，今まで例に見ない程のあい
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にくの雨のため冠水し，ボランティア活動内容が
一部変更となった．そのため，農作業のほか，木
工作業，宮城県気仙沼市の視察や，現地の物を購
入することも復興支援に繋がるということで，陸
前高田市のスーパーおよび気仙沼漁港近くの復興
マルシェでの買物がツアーに織り込まれた．
　短期間ではあるがその中で，筆者は被災した方
たちから体験談を聞き，現状の把握をし，様々な
出逢いを経験した．その時，自身が見聞きしたこ
とを伝えるため，また，東日本におけるボランティ
アのあり方を再考するために，ここに報告する．
1　語り部釘子明氏との出逢い
1）語り部釘子明氏の紹介
　釘子明氏は震災後，陸前高田第一中学校の避難
所の立ち上げや，大石公民館の復興の湯などのボ
ランティア活動を行い，その後，職業訓練校にて
パソコンの資格を取得して，昨年の4月から，遠
野まこころネットに所属し，ボランティアの方々
に語り部活動を始める．
　およそ8か月で行った語り部の語りを聴いた人
たちが約3，000名，内閣府の起業支援金の助成を
受け，元の自宅跡に，事務所を開設し，語り部事
業をスタートした．
　この事業は，岩手県沿岸地域を中心に「安全・
安心　観光・交流　地域資源」をキーワードに被
災地の語り部事業や講演事業を通して，2011年3
月11日の東日本大震災の地域復興の再生と各自の
防災意識の向上，防災マニュアルや復興の歴史を
後世に残すことを目的にしている．また，東日本
大震災の体験聞き取り調査を行う事により，震災
の風化を防ぐこと，そして，地域生産物を中心と
した販売事業により，地域還元等を図っている．
　上記の事業内容により，「地元の方々や，全国
の方々が，震災に対して理解していただき，自分
たちの町の避難所や，行政機関の位置づけなどを
真剣に考えていただき命を大切にする街創りを住
民自身で行うこと．そして，これから起こりうる
だろう震災に対して，防災意識を高め，減災にっ
なげる活動を目的としている．また，それが今回
の東日本大震災で亡くなられた方々の，本当の意
味での供養になると私たちは考えます」と，強く
語った．
　現在は，撤去されてしまっている被災した市庁
舎等の貴重な写真や実際に釘子氏自身が避難生活
を送った避難所の状況など，自らの手と足とカメ
ラで記録してきた「現実」を丁寧にそして，全身
全霊で語り継いでいる．
2）3．11当時の陸前高田市の様子（釘子氏の体験）
　釘子氏は気仙沼の観光ホテルに勤務していた．
震災の時，昼休みを利用して，病院で喘息の薬を
もらうたあに陸前高田に戻っていた．その時，地
震に遭遇した．「激しい揺れのあと津波警報が鳴
り，家の近くの大石公民館に母ともに避難しまし
た．しかし，そこにも津波が押し寄せてきました．
眼前には黒い津波が土煙をあげて家々をのみ込み
ながら迫ってくる．間一髪で坂道を駆け上がり，
高田第一中学校へ避難しました．逃げ遅れた人を
助けようと手を伸ばした消防団員が，目の前で流
されました．体験したことのない激しい揺れと，
押し寄せた大津波．その時，どう行動し，どうし
て犠牲になってしまったのか．生き残った人たち
は，どのような地獄を体験し，どれほどの悲しみ
と痛みを負ったのか．そして，絶望の淵で，ライ
フラインが絶たれたなかで，どのように励まし合
い，助け合い，命を繋いだのか…」と，語った．
大切な命を守るために，そして，生きるために，
避難した市民と共に避難所を立ち上げた．避難所
では，業務部門の責任者として，組織や施設の運
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用の仕組みを作り，それを活用した．また，報道
関係者の対応などを行った．
　高田第一中学校の体育館には，約600人の避難
者が集まった．その時，津波が直撃した市役所は
孤立していて，統率すべき市の職員が1人もいな
い状態であった．このままでは皆が難民化してし
まうと考えた釘子氏は，すぐに避難所本部を作り，
自主運営することを決意した．
　まず，居住地区ごとの人数を把握し，体育館を
地区割りした．また，てんでばらばらに避難して
いるため，誰がいるのかわかるように名簿を作っ
た．水のタンクは2，000Lしかなく，飲み水確保
のためにトイレと水道の使用を禁止し，校庭を
掘って22時には簡易トイレ8基を完成させた．1
人にっき120ccの水と，教室から校長先生が集め
たカーテンを配分した．また，水に濡れ低体温状
態の人は，置いてある中学生の体操服に更衣した．
津波からは逃れたものの，低体温症で亡くなった
方も少なくない．その日より釘子氏は，全力で働
いた．公平かっ弱者に配慮したルールを作って避
難所を運営し，テレビに出演し全国に支援を訴え
るなど，物資の調達にも全力を尽くした．
　当時，灯りはロウソクのみであり，火事が起こ
らないように配慮した．3月12日2時に横田消防
団が避難所に来た．その後，12日の11時ごろから，
炊き出しのおにぎりが，20個，30個，50個と，次々
と各地区から届き，13：00ごろには合計1，000個
のおにぎりが，避難所に届いた．また，コンビニ
エンスストアーの配送のトラックが来て，食料を
提供してくれた．次々と届けられた食料の中には，
売り物の商品と手作りの何もついていないおにぎ
りがあった．これらを体育館の中で配布すると，
商品の取り合いになったり、不平不満が出たり，
パニックになる可能性あり，小・中学生や，乳児
たちの家族部屋，高齢者は教室で食事を摂った．
避難所で一番起こしてはいけないことは，パニッ
クだそうだ．ただ当時，手作りのおにぎりは心が
こもっており，大変貴重でありがたいものだった
そうだ．
　3月13日の夜，おにぎりと手羽先，かごめの卵
（岩手の名菓）が配られたそうだ．「どんなに辛い
時でも，甘いものを食べると笑顔になる」という
釘子氏の言葉に感銘を受けた．
3）仮設住宅ができるまで
　「1人はみんなのために，みんなは1人のたあ
に」この言葉を，避難所の標語にした．キッズルー
ムでは中学生が自発的に幼児の世話をした．そし
て，中学生が先生になって毎朝のラジオ体操が始
まった．
　食糧庫は目張りをし，外からは見えないように
した．報道はされていないが，人を探す振りをし
て，金品を狙うという犯罪があったそうだ．
　その後，「近くの公民館の倉庫を改造し，誰で
も入れる『復興の湯』を2011年4月10日に作った．
全員が仮設住宅に入った9月まで続けました．」
震災から避難所が閉鎖されるまでの長い半年間
だった．
　かねてから写真が趣味だった釘子氏はその間，
ずっと人々の暮らし，街の様子を，数千枚に及ぶ
写真に収めていた．
　陸前高田市は水産加工でも有名な地域である．
この津波で，大量の鮭やイクラや秋刀魚等の水産
加工物が上長部地区に流され，それらが腐敗し強
烈な臭気を放っていたそうだ．テレビや新聞では
臭気を感じることはできないため，現地の人にし
かわからないことではあるが，想像を絶する臭気
たったのだろう．
4）防災を真剣に考える
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　釘子氏は今，陸前高田の街を案内したり，屋内
に移動したり，撮り溜めた写真のスライドショー
を見せながら，防災意識の大切さを説く．「この
市民体育館は避難場所だったんです．近隣の多く
の方（数百名，実数不明）がここに避難しました
が津波にのみ込まれ，命が助かったのは4名だけ
でした．91遺体がここで見っかり，その他の方は
他の場所へ流されました．なぜ海に近い体育館が
避難場所になっていたのかと，行政を責める方も
います．ですが私は質問します．「皆さんの街の
避難場所に行ったことがありますか．そこは本当
に安全ですか』と，ほとんどの方が答えられませ
ん．私たちも一緒．避難場所が本当に安全かどう
か本気で考えたことがなく，その結果がこんな悲
劇を招いた．だから防災をもっと考えてほしい．
関東地震や東海沖地震，南海地震と津波はいっ来
るか分からない．これは他人事じゃないと知っ
てもらいたい．この震災を伝えることが，私が生
き残った意味だと思うのです．」と力強く語った．
災害は必ず来る．自分達でその被害を最小限にし
ていく活動が重要である．
　今後，語り部事業はボランティア団体や企業，
学校などから受託するほか，全国に出張も行う予
定だ．旅行会社と一緒に防災学習を組み入れたツ
アーも企画していくそうだ．
2　上長部地区のおがさん（お母さん）との出逢
　　い
　今回の活動は，主に陸前高田市の上長部地区の
農作業であった．その地区に公民館ができ，そこ
で各地からのボランティアを受け入れている．ま
た，昼食をその地域のお母さん達が準備してくれ，
大変心温まるものだった．この地域ではお母さん
のことを「おがさん」と呼ぶそうだ．そのおがさ
ん達が，各地から来るボランティアに昼食を準備
したり，体験談を語ったりしている．そこで活動
しているおがさんの中に，津波で息子さんを亡く
した方がいた．その息子さんは，住民の避難誘導
に当たっていた際被害にあったそうだ．当時の
ことを思い出すだけでも辛いだろうが，同じよう
な被害に2度と合わないように常日頃から防災意
識を高めることや，「前を向いていかなければ」
という気持ちでボランティアに当時の様子を語っ
てくれた．また，陸前高田市は7万本の松で有名
な地域だった．津波の被害でほとんどの松が流さ
れ，唯一残った1本の松さえ枯れてしまった．現
在は，唯一残った松のレプリカがある．ここで，
おがさんが「いっぽんの松」の歌を披露してくれ
た．何とも，言葉には表わしにくい感情のこもっ
た，そして力強い歌声だった．ここでは，流され
た約7万本の松での木工加工品を製作し，販売し
ている．
3　宮城県気仙沼市での出逢い
　過去に例を見ない豪雨のため，午前中の農作業
が中止となった．そのため，水産業の町，宮城県
気仙沼市を訪れることになった．テレビでよく見
る漁船が津波で町中に流された地域である、ここ
には，建物の基礎だけが残っていたり，瓦礫の山
があったりした．
　ボランティアに行く者として留意しなければな
らないことは，「今，自分が立っている場所が，
かっては人が住んでいた家が建っていた場所かも
しれない」「私たちには瓦礫に見えても，被災し
た方たちにとっては瓦礫ではなく，思い出の詰
まった大切なもの」ということを意識し，現地の
方たちに失礼のない言動をすることである．
　漁船や水産加工工場も壊滅的な被害を受けた
が，復興に向けて水産加工工場が稼働し始めてい
た．
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　そして，最後に辿りついたのが復興マルシェと
いう仮設の土産物屋である．買物も復興支援の1
っであることから，ボランティア参加者はそこで
買い物のために30分の休憩時間を与えられた．そ
の時，店舗の表側は何事もなく見えたが，店舗裏
に回ってみると豪雨の影響で土砂が店舗に今にも
入りそうな状態になっていた．店員がコルセット
を腰に巻き，一生懸命土砂をかき分けていた．そ
れを見た，学生と筆者は思わず「買物は後で」と
いう気持ちになり，店員に短時間しか手伝えない
ことを告げ，その店員の代わりに土砂をかいた．
学生は雪の多い地域の出身のため雪かきには慣れ
ていた．しかし「土砂は雪より重い」と言いなが
らも，20分で3軒分の土砂を営業に支障がない程
度に寄せ集めることができた．その間，筆者は店
舗に入った泥を水で流しながら店員たちの話を聴
いていた．このときも，3．11の壮絶な話を聴く
事ができた．
　買物ももちろん復興支援に繋がるが，この時の
学生の活躍に各店舗の方々から次々に礼を言われ
た．また，店舗に試食品として置いているものを
「あなたたちだけ食べていないでしょ」と，わざ
わざ裏まで持ってきてくれた．これは，ボランティ
アには様々な形があっていいと再確認した瞬間で
もあった．
4　入浴中の出逢い
　ボランティア活動を終えて，帰路に着く時，温
泉に寄った．そこには，仮設住宅で暮らしている
人も入浴に来ていた．
　浴槽につかっている時，「あなたたち，ボラン
ティァさん」と女性が話しかけてきた．おそらく
関西弁で話していたことから目立ったのであろ
う．その女性は，釜石市で被災し，娘を亡くした
と話していた．現在は，仮設住宅で生活している．
津波の恐ろしさと，自然との共存，人との繋がり，
絆について語ってくれた．そして，いまだに仮設
住居に住んでいることや，なかなか進まない復興
について憤りを感じているようだった．しかし，
「今の住居を離れるっもりもないし，今後の見通
しもっかない」と，そのもどかしさを語った．
5　東日本におけるボランティアについての考察
　ボランティアには様々な形が存在している．ま
た，自分のできる範囲のことをすることが望まし
いだろう．いわゆる被災地に出向いて，現地の生
活基盤を整えるための，現地のニーズに合わせた
ボランティアは必要である．しかし，皆が現地に
出向いていけるわけではない．自分達の生活のリ
ズムや社会の役割があるからである．しかし，そ
の中でも東日本のボランティアを自分の住む地域
でもやっていこうとする有志の団体も多く存在す
る．例えば，「ずっとボラの会」や「ちょこボの会」
といった大阪や奈良を中心に陸前高田等の生産物
を売って，その売り上げを寄付するという団体が
ある．これらは，現地に出向いたボランティアの
有志で結成されている．それぞれの会は，現地に
行ける日は限られているが東日本のボランティア
は続けていきたいという気持ちが重なって結成さ
れ，定期的に活動している．「ずっとボラの会」
は「ずっとボランティアを続けていく」という思
いで結成された．また，「ちょこボの会」は「地
元でもちょこっとボランティアをしよう」という
意味で結成された．
　したがって，現地に赴くことだけがボランティ
アではなく，自分が暮らしている地域でも東日本
のボランティアができるのである．ボランティア
とは，そこに気持ちが通っていることではないか
と考える．また，観光で現地を訪れ，現地のもの
を食べ，買い物をするということも復興支援にっ
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ながることを忘れてはならない．
　さらに、被災者の悩みは重層化している．生活
困難，家族や近隣住人の死，街や住居の崩壊によ
り生じる悲しみ，怒り，不安，むなしさ，後悔，
諦め，緊張等様々である．各々の気持ちを理解し，
寄り添うことが大切である．しかし，一介のボラ
ンティアがその気持ちに寄り添うことは容易いこ
とではない．また，体験した人にしか分からない
気持ちもあるだろう．しかし，話を聴く姿勢を持
っことはできる．その姿勢しだいで多くのことを
語り始める被災者がいる．人に話すことで，その
重層化した悩みが少しでも軽くなるのではないだ
ろうか．
　人と人との関係性，絆，環境との相互作用・共
存，その中で私達は生きている．現地の人達の果
てしない挑戦を目の当たりにし，「微力は無力で
はない」，「どんなに小さな力でも積み重なれば大
きなちからになる」をモットーに，「みて，聴いて，
感じて，伝えて，動く」のスパイラルが筆者のボ
ランティア活動の主軸になることを確信した．
っながりの大切さ」，「絆」である．また，これら
については，体験した人にしか語ることができな
いことでもあると感じた．
　現地に赴くことだけがボランティアではなく，
自分が暮らしている地域でも募金や，物品販売な
ど形を変えて東日本のボランティアができるので
ある．ボランティアとは，そこに気持ちが通って
いることではないかと考える．
　最後になりましたが，このボランティアツアー
を開催していただきました，おおさかパルコープ，
よどがわパルコープ，ならコープの職員の皆様と，
筆者のような一介のボランティァに体験談を語っ
てくださった皆様，上長部地区のおがさん，遠野
まこころネットの皆様，一緒にボランティアに参
加し現地の方々と協働した皆様に感謝申し上げま
す．
　また，固有名詞の使用に関しては，ご本人や各
団体から許可をいただいていることを申し添えま
す．
おわりに
　百聞は一見に如かずとはよく言ったもので，テ
レビや新聞などのマスコミだけの情報しか知らな
かった筆者にとって，現地の人たちから直接話を
聴くよい機会となった．陸前高田市の語り部の釘
子明氏をはじめ，家族を津波の被害で亡くしたが
ボランティアの受け入れを積極的に行っているN
PO法人，浴室で出逢った仮設住宅で生活をして
いる人から多くの体験を聴いた．全てにおいて言
葉を失うほどの衝撃を受けた．しかし，話を聴か
せてくれた全ての人に共通して言えることは，「津
波で大切な人や物を失ったこと」，「下ばかりを見
ていられない，前を向いて生きていかなければ」，
「ボランティアの人には感謝している」，「人との
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